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わが国の生ゴミ廃棄状況わが国の生ゴミ廃棄状況

-株式会社アルフォHPより抜粋 -



温減圧式乾燥方式温減圧式乾燥方式減減

油温減圧式乾燥方式は、乾燥プロセスにおいて熱媒体として油を使用し、減圧状
態下で食品廃棄物と油を混合加熱することから通称『天ぷら方式』とも言われて
います。います。

油温減圧式乾燥法は、古くは食肉加工残渣、水産加工残渣等未利用資源を畜産用
飼料や養殖魚用餌料へと変換する技術として実績を重ねて参りましたが、『食品
リサイクル法』による食料自給率の向上や『バイオマスにっぽん総合戦略』等国
策とあいま 現在 は 食品廃棄物飼料化技術（エコフ ド製造プラント策とあいまって、現在では、食品廃棄物飼料化技術（エコフィード製造プラント
）や下水汚泥燃料化技術としてご活用いただいております。



『『鍋料理鍋料理』』とと『『揚げ物揚げ物』』のちがいに着目しました。のちがいに着目しました。

鍋料理と比べ、揚げ物鍋料理と比べ、揚げ物
をするとスープもダシをするとスープもダシ
もでません。もでません。 これは、これは、
食材中の水分のみが蒸食材中の水分のみが蒸
発発し、且つ水溶性蛋白し、且つ水溶性蛋白
質の流出がなく、その質の流出がなく、その
まま含有することを意まま含有することを意まま含有することを意まま含有することを意
味します。下図の泡立味します。下図の泡立
ち、これは水分蒸発でち、これは水分蒸発で
す。す。

鍋料理は、スープにダシがでて鍋料理は、スープにダシがでて
旨みを感じます。旨みを感じます。 これは、食これは、食
材のエキス（水溶性蛋白質）が材のエキス（水溶性蛋白質）が

水分蒸発の様子
材のエキス（水溶性蛋白質）が材のエキス（水溶性蛋白質）が
スープに溶解することを意味しスープに溶解することを意味し
ます。ます。





システムフローシステムフロ



『『てんぷら法てんぷら法』』による食品廃棄物飼料化施設の稼動状況による食品廃棄物飼料化施設の稼動状況

三造有機リサイクル株式会社
（北海道札幌（北海道札幌（北海道札幌（北海道札幌
市）市）

（東京都大田（東京都大田
区）区）

（京都府長岡京（京都府長岡京
市）市）

（大分県大分市）（大分県大分市）



食品廃棄物飼料化施設食品廃棄物飼料化施設 （納入先処理規模一（納入先処理規模一
覧）覧）

事業所名称事業所名称 処理規模処理規模
））

三造有機リサイクル㈱三造有機リサイクル㈱ 7070トン／日トン／日三造有機リサイクル㈱三造有機リサイクル㈱

((札幌市札幌市))

7070トン／日トン／日

㈱㈱アルフォアルフォ MAX140MAX140トン／日トン／日㈱㈱アルフォアルフォ

((東京都大田区東京都大田区))

MAX140MAX140トン／日トン／日

京都有機質資源㈱京都有機質資源㈱ 7070トン／日トン／日京都有機質資源㈱京都有機質資源㈱

((長岡京市長岡京市))

7070トン／日トン／日

わさだ ウわさだ ウ ／／トキハわさだタウントキハわさだタウン

((大分市大分市))

500kg500kg／日／日



エコフィードとしての公的認証エコフィードとしての公的認証

※この数値は、平成12年に農林水産省が認定したときのものです。

《日本標準飼料成分表》《日本標準飼料成分表》

この成分表は、人間の食品成分表に相当するもので、
家畜に与える飼料の栄養・成分を分析したものです。
家畜に与える飼料の成分がいかほどのものかを知る
ことはすべての家畜を飼う場合の基礎であり 合理的ことはすべての家畜を飼う場合の基礎であり、合理的
飼養管理の基礎となるものです。

（P116に掲載されています）

本プラントで製造されたエコフィード（食品残さ飼料）は、日本配合（ ）
飼料株式会社様へ全量販売し、家禽・畜産用飼料原料として取り扱わ
れています。



引用：国土交通省 下水汚泥資源利用の現状と課題より抜
粋





デモンストレーションデモンストレーション

「百聞は一見にしかず」「百聞は一見にしかず」

再生化を検討しているリサイクル対象物を皆様の目前で実
演します。



九州大学九州大学 糸島現代糸島現代GPGP
【【平成平成2020年年1111月月77日付毎日新聞日付毎日新聞】】



バイオ燃料は世界中で飢餓を増長、国連専門家が警告バイオ燃料は世界中で飢餓を増長、国連専門家が警告バイオ燃料は世界中で飢餓を増長、国連専門家が警告バイオ燃料は世界中で飢餓を増長、国連専門家が警告

2007.10.27
• Web posted at: 19:40 JST - CNN/AP 
• 国連──地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出削減のため注目を浴びている「バイオ燃料」は、

世界の飢餓を増長し、貧しい国々で多くの人々を餓死させるとして、バイオ燃料生産について５年の猶
予期間を設けるよう、国連機関の専門家が訴えている。現状のままバイオ燃料の利用が拡大すれば、飢
餓による大量虐殺が起こるとも警告している。
ジ ネ ブ大学とソルボンヌ大学で教授を務めるジ グラ 氏は２５日 国連人権委員会で 食料では• ジュネーブ大学とソルボンヌ大学で教授を務めるジーグラー氏は２５日、国連人権委員会で、食料では
なく農業副産物から燃料を作り出せる技術が確立するまで、バイオ燃料の生産に猶予期間を設けるよう
主張。翌２６日に開いた記者会見で、「農地をバイオ燃料のために捧げることは、人類に対する犯罪だ
と言える。一刻も早く、世界中で起こっている飢餓による大量虐殺を阻止しなければならない」と述べ
た。た。

• ジーグラー教授によると、トウモロコシ２３１キロからバイオ燃料のエタノール１３ガロンをつくり出
すことができるが、このトウモロコシの量は、メキシコやザンビアの子供１人を１年間養える量に匹敵
するという。

• また、トウモロコシや小麦、豆、ヤシ油などバイオ燃料に転換できる農作物の価格が急騰し、この１年
間にアフリカでは小麦が２倍、トウモロコシが４倍の価格になったと指摘。貧しい人々が毎日の食事に
困っているという現実を訴えている。

• ジーグラー教授は、あと５年も待てば、食料ではない農業廃棄物からバイオ燃料をつくる技術が確立さ
れると予測し、食料によるバイオ燃料の生産を一時、取りやめるよう提案している。
方 米国連代表部 ンジ ミン チ ン報道官は ブ シ 政権がバイオ燃料が貧しい人々に対し• 一方、米国連代表部のベンジャミン・チャン報道官は、ブッシュ政権がバイオ燃料が貧しい人々に対し

て脅威になるとは考えていないと反論。「バイオ燃料、ならびに世界の貧困や経済発展に我々が非常に
多大な貢献をしているのは明らか」だと述べている。


